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EUE算定⽅法等の概要について

電⼒広域的運営推進機関
2022年1⽉



2１ 本資料の位置づけ

 本資料では、必要予備⼒算定ツール及び算定諸元の提供にあたって必要な情報として、EUE算定の概要及び、
ツール構成、算定⽅法、算定結果の確認に関する内容について解説。

 なお、諸元作成の考え⽅については、本機関の「調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会」の資料を
参照。

本資料の対象範囲
構成のみ説明
詳細は、委員会資料参照



3２ EUE算定の概要①

 EUE算定は、各エリアの供給⼒を設定し、その供給⼒をもとに他エリアからの連系線効果(融通量)も考慮のうえ、
8,760時間で確率的に需要変動や計画外停⽌が発⽣した時の停電量(平均kWh)を算定するものである。

【出典】広域機関HP 調整⼒公募の参考資料
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2021/files/210701_EUE.pdf
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 ツールを使⽤した算定⽅法としては、諸元である需要データや計画外停⽌の元となる電源情報、⽉別の供給⼒、連
系線情報を設定し、ツールにて計算を実⾏することで年間の停電期待量(EUE)が算定される。

２ EUE算定の概要②

【出典】広域機関HP 調整⼒公募の参考資料
https://www.occto.or.jp/oshirase/sonotaoshirase/2021/files/210701_EUE.pdf



5３ 必要予備⼒算定ツール及び算定諸元の全体構成

 ツール・諸元は下の図に⽰すような構成になっており、DATAフォルダ内に算定諸元が保存されている。

ツール⼀式 算定諸元⼀式



6４ ツールの各役割

 ツールの各役割は下図のとおりであり、⼀式をデータセットとして保存し、go.batを実⾏することで、計算が開始
され、listフォルダに算定結果が吐き出される。

ツール⼀式

算定諸元の読込み結果を保存するフォルダ（算定前は空フォルダ）

算定モードを設定するファイル ※詳細は次スライドで説明

算定結果を保存するためのフォルダ（算定前は空フォルダ）

実⾏ファイル

算定⽤ファイル



7(参考)RTSファイル構成

 RTSファイルは、算定モードの設定を⾏うファイルとなっており、提供版ツールでは、供給⼒を設定したうえで、EUE
算定を⾏う指標値計算モードをデフォルトで設定。
※ 再⽣可能エネルギー(太陽光・⾵⼒・⼀般⽔⼒)、揚⽔等の調整係数の算定には、停電量を⼀定として、必要供給⼒

を求める収束計算モードを使⽤しているため、提供が必要な場合、個別に対応を実施。

乱数の設定

単独エリア及び各エリア連系時の計算モード
(沖縄エリアは、単独のためTDKGで設定)
指標値計算モード※

(供給⼒を設定し、EUEを算定するモード)
諸元(mparmシート)にて各⽉の供給⼒を設定可能なモード

⼆項分布で計画外停⽌率を発⽣させるモード

9エリアの不⾜率が同率になるように融通するモード

乱数の設定



8５ 諸元構成

 諸元の構成は下図のとおりであり、Areaファイルに各エリアの需要・電源等、tieファイルに各連系線の算定諸元
が保存されている。

連系線諸元
不使⽤

不使⽤

算定条件の設定(変更不要)
項⽬ 提供内容

対象年度 2021供給計画(2021年度)

需要ベースライン(dem) 諸元通り提供

電源ラインナップ(gen) 諸元通り提供

需要変動/気温影響(pdema) 諸元通り提供

需要変動/その他影響(pdemn) 諸元通り提供

太陽光(PPV) 不使⽤※

⾵⼒(PWP) 不使⽤※

⼀般⽔⼒(PWf) 不使⽤※

揚⽔上池容量・揚⽔効率(psh) 不使⽤※

DR（dr） 不使⽤※

予備⼒設定(revcp) 不使⽤

H3需要・供給⼒調整量(mparm) 諸元通り提供

連系線 諸元通り提供

※調整係数の算定時に設定するため、提供が必要な場合、個別に対応

(北海道)

(東北)

(東京)

(中部)

(北陸)

(関⻄)

(中国)

(四国)

(九州)



9５－① 00simシート構成

 シミュレーション条件を設定するシートであり、算定内容や回数等を設定している。

算定回数

EUEの算定



10５－② demシート構成

 需要(ベース需要)に関するデータであり、各⽉各時間帯(平休⽇別)のベース需要を設定している。

各⽉各時間におけるH1〜H31
の需要



11５－③ genシート構成

 電源(安定電源)に関するデータであり、計画外停⽌率を設定している。

※表中の数字はサンプル値 24時間稼働可能な記号不使⽤



12５－④ pdemaシート

 需要(気温影響)に関するデータであり、過去6年分の同⽉同時間帯の気温と需要の相関式及び過去30年分
の需要・気温実績を元に求めた気温変動量を設定している。

1991年1⽉平⽇の気温と需要の相関式(第1相関:6年前)及び
1⽉H1〜H3の気温実績を元に算定した変動量

【例:199101301】
1991年1⽉30⽇(H1)＋1(第1相関)

・・・30年分 ×6相関分

H3H1 H2



13５－⑤ pdemnシート構成

 需要(その他影響)に関するデータであり、同⽉同時間帯のH1〜H31の標準偏差を設定している。

標準偏差をH3需要で
除した値



14５－⑥ mparmシート構成

 H3需要及び供給⼒調整量が設定されている。(H3需要は、算定結果ファイル内の各エリアの予備率等に反映)
 供給⼒調整量は、諸元の構成上、下図の「genシートで登録している電源kW」をベースにしており、供給⼒を設定す

る際は、下表の「供給⼒調整量」の欄に「genシートで登録している電源kW」との差分値を⼊⼒することで、供給⼒の
作り込みを⾏う。

 なお、提供諸元の供給⼒調整量には、再⽣可能エネルギー、揚⽔発電、DRの設備量に調整係数を掛け合わせた
安定電源としてのkW価値も含めて計上。

genシートで登録
している電源kW

供給⼒

この量を設定し、供給⼒の
作成を⾏う

不使⽤



15５－⑦ tieファイル構成

 同⽉同時間帯(平休⽇別)に各連系線の空き容量及びマージンを設定している。



16６ 算定⽅法

 「予備⼒算定ツール」フォルダ内のツール⼀式をCドライブ内に保存し、go.batファイルを実⾏することで、算定が
開始される。また、EUE計算実⾏中は、エクセル操作は不可であり、その他作業の実施も極⼒避けた⽅がよい。

 終了時は、コマンド画⾯が終了する。(アラーム等はなし)

フォルダ名指
定

フォルダ名⾃
由

【操作・実⾏】
Go.batファイルを実⾏

【その他注意事項】
実⾏時は、エクセルの操作は不可
※その他操作も極⼒避けた⽅がよい

【環境設定】
Cドライブ→「予備⼒算定ツール」というフォルダの作成は
必須であり、それ以降の階層は⾃由形式。

【説明動画】
Webex ミーティング: EUEツール操作⽅法説明動画
録画のリンク先:https://occto.webex.com/occto/ldr.php?RCID=28e00c8a14fd4bf8ad8b56dcb1d10b61
パスワード: EUEsousa1



17７ 算定結果の確認

 EUE⽉別情報(連系時)にて、年間合計及び⽉別の停電量(MWh)を確認可能。

【説明動画】
Webex ミーティング: EUEツール操作⽅法説明動画
録画のリンク先:https://occto.webex.com/occto/ldr.php?RCID=28e00c8a14fd4bf8ad8b56dcb1d10b61
パスワード: EUEsousa1


